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 本報告書は、川西町教育委員会が、昭和62年度に調査を実施した川西町下小松墳丘群薬

 師沢支群143・145号墳の発掘調査をまとめたものであります。

 下小松墳丘群の発掘調査は、昭和60年度より行ない今年で3年次にあり、その聞すばら

 しい成果をあげることができました。第1年度は、小森山支群の前方後円墳より1.5mの直

 刀が、桧の鞘に納まったかたちで出土し、6世紀初頭の古墳と推測されるに至っておりま

 す。第2年度は、鷹待場支群の方墳より6mの長さの墓墳プランの確認と土師器片の底部

 穿孔土器が検出し、4世紀末5世紀初頭の築造と推測されるにいたっております。

 本年度の調査は、下小松墳丘群のなかで北東に位置する薬師沢支群143・145号墳の円墳

 を行なったものであります。

 本調査にあたっては、地元地権者のあたたかい協力があってできたもので深く感謝もう

 しあげますとともに、直接発掘調査作業にあたっていただいた方々はもとより、県文化課

 ・明治大学大塚初重先生・県考古学会の方々のご指導に対し、心から感謝と御礼を申し上

 げます。

 尚、本年度出土した鉄製品は、奈良県の元興寺文化財研究所に搬送し、保存処理および

 鑑定を依頼しております。

 昭和63年3月

川西町教育委員会

教育長金子兵司
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調査要項

 1.遺跡名

 2.所在地

 3.調査期間

 4.調査主体

 5.調査総括

 6.調査主任

 7.調査指導委員

 8.調査協力

 9.調査参加者

 10.地権者

 11.事務局

 下小松墳丘群薬師沢支群第143・145号墳

 山形県東置賜郡川西町大字下小松字薬師沢1,936-11,936-9

 昭和62年6月15日～同年8月6日

川西町教育委員会

 平賀梢一(社会教育課長)

 藤田宥宣(文化財専門員)

 柏倉亮吉(山形県考古学会会長)

 大塚初重(明治大学教授)

 加藤稔(山形県考古学会副会長)

 山形県教育庁文化課・川西町文化財保護協会

 財団法人元興寺文化財研究所・大道工務店

 高橋宏平・黒沢一利・鈴木仙助・鈴木新三郎・平田源一

 平田よしえ・竹田東一・小形まき子

平田辰雄

 大沼豊雄(文化遺跡係長)

例 言

 1.本書は、川西町教育委員会が昭和62年度に実施した下小松墳丘群薬師沢支群第143・

 145号墳の発掘調査報告書である。

 2.挿縮図は、それぞれにスケールを示した。

 3.土色は、『標準土色帖』(農林省農林水産技術会議事務局監修)を基準とした。

 4.本報告書は、遺物実測・トレース及び執筆・編集については藤田宥宣・高橋宏平総括

 は藤田が行った。

 5.本調査に際し、地権者及び関係各位の格段のご配慮、ご指導賜りました事を記して厚

 く御礼申し上げます。



 Ⅰ遺跡の概要

 下小松墳丘群は、当川西町と飯豊町との境を成す丘陵地帯に築かれたものである。丘

 陵の標高は約270～280mあり、墳丘の多くは尾根の南東側に分布している。

 同墳丘群は以前より、その数実に二百有余に及ぶ古墳群と考えられる一方で、発掘調

 査が行われていない事などにより、中世塚ではあるまいかという意見もあった。

 遺跡の環境として、古墳時代住居跡の天神森古墳など古墳時代から平安時代にかけての

 遺跡が多く確認されているところである。

 去る昭和58年に川西町教育委員会によって分布調査が実施された際、円形・方形の墳

 丘以外にも前方後円形のものが15基発見された。このことにより、一部地域の開発とい

 う背景のなかで築造時期やその様相を早急に調査すべく、三ヶ年の緊急発掘調査という

 具体策がとられたものである。今年度はその最終年度にあたる。

 丘陵の墳丘は分布している位置で5つの支群(グループ)に分類をしており、南側の

 ほうから便宜的に尼ヵ沢支群、小森山支群、鷹待場支群、薬師沢支群、永松寺支群とそ

 れぞれ称することにした。

 調査の初年度である昭和60年度には、小森山支群第61号墳(前方後円形)、及び第64号

 墳(円形)の2基の墳丘を発掘調査を行い古墳時代中期に築造されたことが確認されて

 いる。また翌年、昭和61年度には、北側の尾根の鷹待場支群第106・186号墳が調査され

 出土遺物等から第106号墳は4世紀後半、第186号墳は4世紀末～5世紀初頭にかけて、

 それぞれ築造されたことが明らかになった。今年度は、緊急発掘調査の最終年度として

 鷹待場支群の北側に位置する薬師沢支群第143号墳(円形)、第145号墳(円形)について

 発掘調査を実施したものである。



 Ⅱ調査の概要

 今年度実施された薬師沢支群の発掘調査は、既に調査を終了した小森山及び鷹待場支

 群とのつながりなどを把握し、墳丘群の保存を図るものである。

 この支群には、過去における踏査によって59基の墳丘が確認されている。その中で今

 回対象としたものは、丘陵東方の尾根先端にある143・145号墳で、共に円形を呈してい

 る。これらのうち特に、第145号墳のほうは山の神が祀られていることと、周囲を廻っ

 ている山道そして墳丘の外堀の規模などからみてもこの支群を代表するものといえる。

 調査は、第143号墳において墳丘の規模、形態、埋葬施設の有無、遺物等の確認が要

 点であり、第145号墳に関しては、信仰の場ということもあり、周濠一ヶ所にトレンチ

 を設定し、周濠の規模、遺物等の確認に留どまることになった。

 調査期間は、6月15日から8月6日までであり、機材整理、現場の埋め戻し等の作業

 を含んだものである。調査経過は下記の通りである。

 6月15日

 地鎮祭鍬入式(参加者25名)

機材搬入

 6月16日～17日

 第143号墳・表土剥離

 第145号墳・平板測量

 6月18日～19日

 第143号墳・樹木根等の除去・整理

 6月22日～23日

 第143号墳・B調査区トレンチ掘り、平板実測

 第145号墳・B調査区トレンチ掘り

 6月24日～25日

 第143号墳・3調査区掘り下げ

 B調査区遺物RP1検出

 6月30日～7月2日

 第143号墳・A調査区遺溝掘り下げ

 B調査区掘り下げ遺物RP2～5検出

 7月9日～17日

 第143号墳・各調査区掘り下げ

 A調査区拡張(墓壙プラン確認)

 第145号墳・B調査区遺物RP10検出

 7月18日

 現地説明会(参加者65名)

 7月20日～24日

 第143号墳・各調査区掘り下げ、遺物RM3点検

 出、埋葬形態判明、平板測量

 第145号墳・埋め戻し作業

 7月27日

 第143号墳・埋め戻し作業

 7月28日

 第143号墳・出土鉄器錆落とし作業、実測図作成

 (室内)

 7月29日～8月4日

 第145号墳・埋め戻し作業

 8月5日

 第143号墳・埋め戻し作業完了

 8月6日

 調査機材搬出、(発掘調査完了)

 8月8日

下小松古墳群遠祖追善鎮魂祭

 (於下小松・永松寺)

 一2一



 Ⅲ調査の成果

 143号墳

 調査は、墳丘の立木伐採をおこなったのち、表土剥離、実測図(1/50)作成を実施し

 た。表土を取り除いたところ、墳丘上部には、直径10～20cmの平たい川原石が集積され

 約2500個を数えることができた。また、石英粗面岩質凝灰岩片が散在し、墳丘上面は、

 幅40cm深さ10cmの凹部が直径2mの環状に見られ、その中心部に直径60cmの楕円形の凹

 みが確認された。散在する石英粗面岩質凝灰岩片は、墳丘表土全体から確認され、墳丘

 上に凝灰岩の石塔が設置されていたものと推察できる。

 墳丘の大きさは、直径13.5mの円墳で、高さは、周濠底部より1.35～3.92mの高さを

 測ることができる。

 A調査区

 143号墳の墳頂中央部に設定した調査区で、墓壙の有無を確認するために行なったも

 のである。調査区は、墳丘上部の中央部西側に2m×4mのトレンチを行なった。墳丘

 表土下20cm、盛土2・3層より直径70cmの円形の土壙が確認された。第2層は、石英粗

 面岩の小片が敷きつめられたものであり、墳丘上に石塔が設置する以前に造られたこと

 がわかる。この土壙から遺物等の確認はされなかった。また、この埋め土は人為的なも

 のと推察している。

 調査区で一部墓壙のプランを検出できたが、全体を把握するため、東・南側に調査区

 を拡張し掘り下げを行なった。盛土を掘り上げたところで、地山層を切る墓壙プランを

 検出した。墓壙を確認するまでの調査区拡張作業工程は第2図のとおりである。

主体部

 主体部は、墳丘上部平坦部のやや南側に構築され、墳丘周濠より見るとほぼ中央に位

 置している。主体部の主軸方向は、N-40°-Eである。墓壙プランの大きさは、長さ3.5

 m幅2mの大きさで、やや台形状である。墓壙の掘りかたを便宜的に3段階にしている

 と推察できる。1回目は、丘陵斜面に対し平行に長さ2.9m、幅1.7mの大きさを20cm掘

 り下げを行なっている。2回目は、その掘り下げを行なった段階で中央部を長さ2.65m

 幅1mの大きさを25～45cm掘り下げ、底部を水平にし、長方形に造っている。3回目と

 して、さらに中央部を半円柱状に長さ2.5m幅35cm深さ10cmの掘り下げを行ない墓壙の

 掘り下げを完了している。墓壙の底面は、ほぼ水平なレベルで標高243.18m、墓壙直上

 の墳丘表面より墓壙底部までの深さは、2.15mである。墓壙内部の土層状況および形態

 より埋葬形態は、割竹形木棺直葬と推察され、割竹形木棺の大きさは、土層断面等より



 長さ2.5 m、幅55cmと推測できるものである。 主体部の堆積土は、 9層 に区分することが

 できた。

  副葬品として木棺より鋤先・櫛・剣・銅鏡・刀子・鉄鏃が出土した。

 B調査区

  143 号墳谷側周濠部の確認調査区で、 5m×2.5mの大きさである。 周濠は約70cm堆積

 土に覆れ、 土色より7層に分けることができた。 F5層より摩滅した須恵器甕片RP1

 が出土した。 F1層よりRP 2. 3. 4. 7土師器片が出土した。この出土状況は墳丘より

 周濠に流れ込んだものである。 周濠の幅は、 1～1.5 m深さ約70cmの大きさである。

 C調査区

  143 号墳山側の周濠の確認のため墳丘北側のところを3m×2.5 m掘り下げたものであ

 る。 このところは、 土橋状に盛土されており、 その土層を調査したものである。 発掘調

 査の結果この盛土は、 古墳築造後に造られたもので、 土層の状況より、 古墳の築造年代

 と平行するものではない。 覆土は、 4層に分けることができた。 地山層を約1mあまり

 掘り下げをおこない周濠を造っていることが確認された。 この調査区においては、 古墳

 築造時の遺物は確認できなかった。 埋め土上層F4下より石塔片が出土している。

 145号墳

  この古墳は、 薬師沢支群において北東の方向に延びた尾根の先端にあり、 薬師沢支群

 の中で最も大きな円墳である。 調査は、 立木伐採ののち実測図作成 (1/100) を実施し

 た。 墳丘の大きさは、 南北23m東西22m高さ約3～5.5mである。 墳丘上部には、 143 号

 墳同様平たい川原石が数多く散乱している。

  この古墳の南側の周濠部を5m×2 m掘り下げた。 周濠の堆積土は、 5層に分けられ

 F2層よりRP10摩滅した須恵器甕片が出土している。 また、 同層より平たい川原石が

 同様に出土している。 このことより、 周濠部は、 古墳築造当時のままとはいえず中世の

 石塔の建立時になんらかの手が加えられたものと推測している。 この 145号墳は、 今回

 の発掘調査において古墳と断定するにいたっていない。







出土遺物

 墳丘盛土より土師器片2点・周濠の覆土より土師器片4点・墳丘表土層より石塔片・

 主体部の副葬品として剣・鉄鏃・鋤先・刀子・銅鏡・櫛が出土した。出土状況は第3図

 のとうりで、主体部中央南よりに長軸と平行なかたちで切先を西向きに鉄剣があり、対

 する北側には、鉄鏃が切先を西向きで、東側に銅鏡櫛という配置であった。この出土遺

 物の埋葬された配置より、東側が埋葬者の頭部と推察される。

 (1)主体部の副葬品

 剣RM1

 鉄剣は、全長55.2cm剣長の長さ42cm・茎長13.2cm・茎尻から2.8cmのところに目釘

 孔がある。関は両関でゆるやかに茎にいたる。剣身中央に稜のもたないもので、断面

 は凸レンズ状である。

 鉄鏃RM6・7

 鉄鏃は、2個所から出土した。RM7は、鉄剣の切先のところがら5点出土し、そ

 の北側よりRM6が約25本纒まった形で出土した。

 RM6は、約25本纒まって出土したもので、現在形をおさえ実測を行なったものは

 9点である。RM6-1～8は、細根鏃(片刃・腸快?・長頚)のもので残る16本がこ

 の形である。その中でRM6-9ただ1点のみ広根鏃(長三角・腸快・有窓・有頚)

 である。

 RM7-1は、広根鏃(長三角・腸快・有頚)である。RM7-2・3は、広根鏃

 (三角・腸快・無頚有舌)である。RM7-4・5は、広根鏃(三角・無頚・無舌?)

 であり、RM7-5は、腸快を示す。この5点が纒まって出土したものである。

 鉄鏃に関する計測は、整理実測し報告したい。

 刀子RM2・5

 刀子は、2点出土した。RM2は、全長11cmと推定され、刀身部長7.3cm・幅9㎜

 である。刀身は、やや棟が反り平造りである。棟区と刃区は直に落とされ、刃区は刃

 部から内湾している。茎断面は長方形を呈し、茎尻は錆びが付着している。RM5は、

 全長13.3cm・刀身長9.1cm・幅1.7cmである。茎部には鹿角が遺存している。平棟平造

 りのふくら枯れの造りで、棟区は直に落とされ、刃区は茎にかけて段差がないもので

 ある。

 銅鏡RM3無文鏡

 鏡は、櫛とほぼ同位置から出土したもので、面直径推定46mm・鏡縁の厚さ1㎜・鉦

 高約5㎜のものである。表面は文様のない緑灰色をなし、遺存がよくないものである。



 櫛RW10・11・12

 この3つの櫛は、結歯式漆塗竪櫛と呼ばれるもので、材質は竹である。櫛は、漆を

 塗った結束部の頭部だけの遺存である。

 RW11の遺存する櫛幅は、2.7cm・結束部長2.5cmであり、細い竹材を11本並べてU

 字状にまげて糸で縛り漆を塗ったものである。RW10も、基本的に作り方は同様であ

 るが、材を結束する頭部中央部に竪を挟む材を用いている。遺存する櫛幅3.4cm・結束

 部長3.7cmで、14本の竹材を用いているものである。RW12は、出土した3点のなかで

 もっとも小さく遺存状況も悪く、櫛に塗った漆が、一枚の皮状になったものである。

 鋤先RM4

 鉄製の鋤先で、U字状のものである。鋤先の横幅は10cm、遺存する縦の長さ8.2cm・

 厚さ3㎜である。断面は刃先の反対側がY字状で、木質の鋤先部を受けたものであろ

 う。鋤先の刃先部分で3cm・横側で1.7cmである。U字状の木質部と接する部分に横位

 に走る木質がみられた。

 (2)その他の出土遺物

 土師器片RP3～9

 土師器片は、9点の出土であるが器形を推察できるまでのものはなかった。土師器

 片は坏と瓶であり、胎土は礫を含むものである。坏の内面は、ナデ・ミガキがみられ、

 外面は、ナデのほかヘラ削りとも見られるが、磨滅が著しいものである。黒色処理は、

 施されていない。

 須恵器片RP1・2

 須恵器圷片RP1は、磨滅が著しいもので河川より拾われ川原石と共に運びこまれ

 たものと推察される。B調査区周濠F5層は近くの道伝遺跡最下層の稜椀でありその

 層からの出土である。RP2は、表土層川原石と共に出土した須恵器甕片で、表面は

 須恵器甕特有の平行の叩き目があり、内面は横位のヘラ削りのあとが確認できるもの

 である。破片の厚さ・形状より、9世紀後半頃の小型の甕と思われる。

 中世陶器片RP2b・10

 RP2bは、内外面とも明瞭な叩き痕が見られない。胎土は、須恵器のような還元

 焼成の色であり、内外面は越前系の色をなし、石英砂が所々に見え、信楽の様相を示

 すものである。残存片より器高40～50cmの須恵器系中世陶器甕であろう。

 RP10は、片口土器片とみられ内面に5㎜間隔の凹み線がみられる。叩き痕はなく、

 須恵器系の磨滅の著しいもので、145号墳周濠調査区F2層よりの出土である。







 Ⅳまとめ

形態

 薬師沢支群は、昭和58年度の分布調査において59基の墳丘を確認し、その内訳は方墳

 49基・円墳10基である。方形の墳丘の大きさは、一辺5mから22mのものであるが、そ

 の中で最も多いのは、一辺10～15mの墳丘である。また、尾根上の5～7基を除くとす

 べて山寄せの造りである。墳丘は、字薬師沢の下小松丘稜の中で単独の形で立地してい

 る塔ヶ峰と呼ばれている山の尾根と東南の斜面だけに造られているものである。山頂上

 20mクラスの方墳3基を中心として墳丘が分布している。調査を行なった143・145号墳

 は、この山頂より北東にのびる尾根の先端部に位置するものである。墳丘の造られた斜

 面側東方に置賜盆地が広がっている。143号墳の近くには同様の規模の墳丘が連なって

 いる。

 143号墳は、円墳で直径13.5m、墳丘の高さは尾根側周濠底部より1.35m谷側の周濠

 底部より3.92mである。

 主体部は、割竹形木棺直葬であり、長さ2.65m・幅1mの大きさで、副葬品は、鋤先・

 櫛・剣・銅鏡・刀子・鉄鏃である。調査により築造は、整地した地山に主体部を設置し

 埋葬後、周濠を掘り盛土を行なった無段築造の古墳である。

年代

 143号墳の築造年代を推察するには、主体部の築造法・副葬品・周濠からの出土遺物

 が重要な手掛かりといえる。しかし、周濠部の発掘調査面積は少なく、周濠部より出土

 した遺物で年代を推察できる遺物は、確認されていない。この古墳の年代を推察するに

 は、主体部の築造法と副葬品があげられる。

 主体部の構造は、割竹形木棺直葬であり、長さ2.65m・幅1mの大きさである。山形

 県において木棺直葬の埋葬形態を比較できるのは、お花山古墳群衛守塚2号墳・下小松

 古墳群小森山61号墳のみである。中でもお花山古墳群1号墳とはよく類似している。出

 土遺物等も10号棺の出土遺物鉄剣と同様のものといえるようである。このお花山古墳群

 の築造年代は、5世紀後葉から7世紀前半に位置ずけられており、中でも1号墳は、お

 花山古墳群の成立から展開期と推察されている。東北地方における割竹形木棺直葬の多

 くは、4世紀末から5世紀末と考えられていることから、出土品等に鑑み5世紀末葉と

 しておきたい。

 薬師沢支群59基は、丘稜尾根より斜面にかけて古墳を築造している。古墳に埋葬され

 た者の占有地と考えた場合は、山頂部に位置する古墳が最も有力なものと推測されるも



 のであり、この薬師沢支群の成立期のものが頂上部に築造したと考えられる。143号墳

 は、薬師沢支群の古墳群全体からみて低い斜面に設置されている。このことから143号

 墳は、薬師沢支群の成立期のものではないものと推察している。

 薬師沢支群全体の調査を待たないと支群の築造年代は言い得るものではないが、現在

 の古墳分布調査のなかで、薬師沢支群は、5世紀初頭には築造され始めたものと推察し

 ている。

おわりに

 下小松墳丘群の小森山支群・鷹待場支群・薬師沢支群の発掘調査が終了した。この三

 ヶ年の調査において古墳であることが判明した。そこで、下小松墳丘群5支群のうち小

 森山支群・鷹待場支群・薬師沢支群の3支群を下小松古墳群と称することにする。

 今後、古墳群の整備を重点に計画を進め、また、今まで行なった古墳の発掘調査報告

 書をまとめて発刊する予定である。特に鉄製品について、奈良県元興寺文化財研究所に

 依託し、保存処理を進めている関係で遺物についての計測及びレントゲン透過写真等の

 報告を計画している。
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